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言
語
の
発
生
と
そ
の
歴
史

系

統

と

類

型

ー

ウ
ラ
ル
語
族
を
中
心
と
し
て

ウ

ィ
リ
ア

ム
ーー
ジ

ョ
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英
国

の
東
洋
学
者
。

一
七
八
三

年

か
ら

カ
ル
カ

ッ
タ
で
東
印
度
会

社

の
法
律
顧
問
と

し
て
務

め
る
か

た
わ
ら
、

一
七
八
四
年

に
ベ
ル
ガ

ル
ア
ジ

ア
協
会
を
設
立
し
、
イ

ン

ド

の
歴
史
、
文
化
、

言
語
な
ど
広

く
研
究
し
た
。

こ
こ
で
触
れ
た
彼

の
発
表
は
ア
ジ
ア
協
会

で
行

な
わ

れ
た
も

の
で
、

こ
れ
に
よ
り
、
印

欧
諸
語
の
系
統

や
そ
の
証

明
に
お

け
る
サ

ン
ス
ク
リ

ッ
ト
の
重
要
性

に
関
心
が
払
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。

は
　
じ
　
め
　
に

　
世
界
に
は
四
千
以
上
の
言
語
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

普

通
こ
の
よ
う
に
言

語
の
数
を
数
え
る
際
、

問
題
と
な
る
の

が
、
言
語
と
方
言
の
区
別
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
言
語
に
よ
っ
て
は
、
類
似
性
の
た
め
に
他
の
言
語

の
方
言
と
み
な
す
べ

き
か
、
独
立
し
た
言
語
と
み
な
す
べ
き
か
、
簡
単
に
結
論
を
出
せ
ぬ
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
言
う
、
類
似
性
は
、
言
語

が
相
互
に
親
縁
関
係
に
あ
る
、
あ
る
い
は
同
じ
祖
語
か
ら
分
裂
発
達
し
て
き
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

親
縁
関
係
を
も

つ
言
語
ご
と
に
世
界
の
言
語
は
分
類
で
き
る
が
、
こ
れ
は
系
統
分
類
と
呼
ば
れ
る
。

　
ま
た
、
同
じ
系
統
に
属
さ
な
い
場
合
で
も
、
あ
る
限
ら
れ
た
地
域
の
言
語
に
は
、
類
似
し
た
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
言
語
共
同
体
ど
う
し
が
長
期
間
に
わ
た
り
、
緊
密
な
相
互
接
触
を
続
け
影
響
を
与
え
あ

っ
た
た

め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
地
域
的
類
似
性
に
よ
る
分
類
を
地
域
分
類
と
呼
ん
で
い
る
。

　
上
の
二
つ
の
場
合
、
類
似
性
は
祖
語
あ
る
い
は
近
隣
の
言
語
か
ら
受
け
つ
い
だ
と
い
う
違

い
は
あ

っ
て
も
、
歴
史
的

原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ま

っ
た
く
そ
の
よ
う
な
原
因
に
よ
ら
ぬ
類
似
性
が
言
語
間
に
見
ら
れ
る
こ
と

..
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デ

ン
マ
ー
ク
の
言
語
学
者
。
近

代
歴
史
言
語
学
の
基

礎

を

築

い

た
。

一
八

一
八
年

に
主
著
作

で
あ

る

「
古

ノ
ル
ド
語

ま
た
は
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
語

の
起
.源
に

関

す

る

研

究
」
を
発
表
し
た
。
比
較

に
お
い

て
言
語

の
全
体
構
造

に
関
心
を
向

け
、
文
法
や
音

の
体
系
的
研
究

の

重
要
性
を
強
調

し
た
。
後

に
は
古

代

ペ
ル
シ

ャ
語
や

フ
ィ
ン
ウ
ゴ
ル

諸
語

の
研
究
を
行

っ
た
。

フ
ラ
ン

ツ

ーー

ポ

ッ
プ

　
(男
吋鋤
謬
N

　
bd
o
で℃

一七空
～

天
六七
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ド

イ
ツ
の
言
語
学
者
、

サ

ン
ス

ク
リ

ッ
ト
学
者
。
彼
は
サ

ン
ス
ク

リ

ッ
ト
の
知
識
を
活

し
、
印
欧
語

族

の
文
法
や
語
彙

の
比
較
研
究

に

大
き
な
成
果
を
あ
げ

た
。
下

で
触

れ

た
説

は

一
八

一
六
年

に

『
ギ
リ

シ
ャ
、

ラ
テ
ン
、
ベ

ル
シ

ャ
と
ゲ

ル
マ
ン
語
と

の
比
較

に
お
け

る
サ

ン
ス
ク
リ

ッ
ト
の
動
詞
活
用
体
系

に
つ
い
て
」

で
発
表
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

系
統
と
類
型

が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
類
似
す
る
の
は
語
彙
や
形
態
素
な
ど
で
は
な
く
、
言
語
形
式
や
構
造
で
あ
る
。
類
型
分
類
は
、

こ
の
よ
う
な
特
性
に
よ
っ
て
、
言
語
を
い
く

つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
の
を
目
的
と
し
て
い
る
。

系
　
統

分

類

　
系
統
分
類
は
比
較
言
語
学
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
る
が
、
こ
の
方
法
の
発
達
は
印
欧
語
族
の
解
明
と
関
係
が
深
い
。
比

較
印
欧
語
学
は
、
十
八
世
紀
末
に
始
ま
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
当
時

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
台
頭
し
つ
つ
あ

っ
た
ロ
マ
ン
主

義
が
あ
り
、
民
族
の
あ
か
し
と
し
て
の
言
語
に
よ
り
そ
の
源
を
求
め
よ
う
と
す
る
風
潮
が
高
ま
り
つ
つ
あ

っ
た
。
こ
の

学
問
の
直
接
の
ひ
き
が
ね
に
な

っ
た
の
は
、　
一
七
八
六
年

に
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ジ

ョ
ー
ン
ズ

(ミ
旨
貯
B

}8
。。・)
が
発

表
し
た
、
ギ
リ
シ
ャ
語

・
ラ
テ
ン
語
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
同
系
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。

こ
の
の
ち
、
十
九
世
紀

に
は
い
り
、

比
較
言
語
学
は
急
速
に
発
展
す
る
が
、
創
設
者
と
し
て
有
名
な
の
は
、

ラ
ス
ム
ス

・
ラ
ス
ク

(菊
霧
目
口
ω

勾
霧
犀
)
と
フ
ラ
ン
ツ

・
ボ

ッ
。フ

(勾
冨
言

切
o
署
)
で
あ
る
。
　
ラ
ス
ク
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
語
の
比
較
に
お
い
て
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
語
の
起
源
を
研
究
し
、
そ
の
文
法
を
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
と
比
較
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
し
て
比
較

言
語
学
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
る
音
韻
変
化
の
規
則
性
に
つ
い
て
の
概
念
は
ラ
ス
ク
に
始
ま
る
と

い
わ

れ

る
。

い

っ
ぽ

う

ポ

ッ
プ

は

サ

ン
ス

ク
リ

ッ
ト

と

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
諸

語

の
動

詞

の
活

用

に

お
け

る

一
致

性

に
注

目

し
、

親

縁

関

係

の
動

か
し
が

た

い
証

拠

と

し

た

。

グ

リ

ム

(智

o
o
ぴ

O
噌
ぎ

ヨ
)

は
、

「
グ

リ

ム

の
法

則
」

と
呼

ば

れ

る

と

こ
ろ

の
規

則

的

な

音
韻

対

応

が

ギ

リ

シ

ャ
語

・
ゴ

ー

ト
語

、

高

地

ド

イ

ツ
語

の
間

に
存

在

す

る

こ
と

を

示

し

た

。

こ

の
よ

う

な
音

韻

変

化

の
規

則

性

を

シ

ュ
ラ

ィ

ヘ
ル

(》
・
αQ
更

ω
。
幕

写

①
『
)

は

自

然
現

象

と

し

て
と

ら

え
、

ダ

ー

ウ

ィ

97



グ
リ

ム
の
法
則

印
欧
祖
語

の
破
裂
音
が
ゲ

ル
ツ

ン
語

に
お
い
て
変
化

し
た
推
移
に

関

す
る
法
則

で
、

一
八
二
二
年
グ

リ

ム
が
発
表

し
た
が
、
既

に

一
八

一
四
年

ラ

ス
ク
も
同
様

の
こ
と
を

発
見
し
て
い
る
。

こ
れ

に
よ
る
と

印
欧
祖
語

か
ら
ゲ
ル

マ
ン
語

の
あ

る
段
階

に
か
け

て
次

の
よ
う
な
音

推
移
が
あ

っ
た
。
静ぴ
互

骨穿

砦αq
『
〉

∫
画
αq
…静ダ
よ

㌦
σq
>
℃
ン

『

菅罰

譜
㌦
犀
>
hり簿
ゲ
・

ン
の
進
化
論
を
適
用
し
て
、
下
位
言
語
が
そ
の
源
と
な
る
祖
語
か
ら
分
裂
発
展
し
た
様
を
系
統
樹
に
た
と
え
た
。
さ
ら

に
、
印
欧
諸
語
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
す
で
に
失
わ
れ
た
印
欧
祖
語
の
再
構
成
を
試
み
た
。

　
こ
う
し
て
比
較
印
欧
語
学
は
、
早
く
か
ら
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
こ
れ
は
、
古
代
の
文
献
資
料
が
豊
富
に
あ

っ
た
こ
と
、
音
構
…造
が
複
雑
で
、
語
形
変
化
が
屈
折
的
で
あ
り
、
形
態
素
の
同
定
が
容
易
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
、
恵
ま

れ
た
条
件
が
そ
ろ

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
次
に
、
こ
の
よ
う
な
条
件
が
欠
如
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

比
較
的
早
く
語
族
と
し
て
の
系
譜
関
係
を
確
立
し
た
比
較
ウ
ラ
ル
語
学
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
こ
の
ウ
ラ
ル
語
族
に
つ
い
て
は
、
印
欧
語
族
に
比
べ
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
参
考
の
た
め
、
少
し
概
観
し
て
み

た
い
。
こ
の
系
統

の
言
語
と
し
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

フ
ィ
ン
語
、
ラ
ッ
プ
語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
ほ
か
、
ソ
連
の

ヴ
ォ
ル
ガ
河
流
域
で
話
さ
れ
る
モ
ル
ド
ヴ
ィ
ン
、
チ

ェ
レ
ミ
シ
、
ヴ
ォ
グ
ー
ル
、
ジ
リ

エ
ー
ン
語
が
あ
る
。
ま
た
ウ
ラ

ル
山
脈
東
側
で
も
オ
ス
チ
ャ
ー
ク
、
ヴ
ォ
グ
ル
語
や
サ
モ
イ

ェ
ー
ド
諸
語
が
話
さ
れ
て
お
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
シ
ベ

リ
ア
に
か
け
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
広
く
話
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
諸
語
を
話
す
民
族
が
、
同

一
の
起
源
を
も
つ

こ
と
は
、
後
述
す
る
比
較
言
語
学
に
よ

っ
て
、
か
つ
て
は
、
彼
ら
の
祖
先
が
ウ
ラ
ル
祖
語
と
呼
ば
れ
る
べ
き
、　
一
つ
の

言
語
を
話
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。

つ
ま
り
、
ウ
ラ
ル
祖
語
は
約
六
千
年
程
前
に
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河

流
域
で
話
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
分
裂
し
、
そ
の

一
部
は
西

へ
移
動
し
、
現
在
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
や
フ
ィ
ン
語
と
な

っ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
ウ
ラ
ル
系
諸
民
族
は
、
民
族
学
的

・
形
質
人
類
学
的
に
は
、
実
に
多
様
で
、
ウ

ラ
ル
民
族
と
し
て
の
共
通
し
た
特
徴
を
も
つ
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
周
辺
の
民
族
と
類
似
し
た
性

質
を
呈
す
る
場
合
の
方
が
多
い
と
い
え
る
。
人
種
的
に
み
て
、
西
の
フ
ィ
ン
人
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
人
と
、

ハ
ン
ガ
リ

98



系
統
と
類
型

1
人
は
、
中
欧
の
人
々
と
大
し
て
違
わ
ず
、
ヴ

ォ
ル
ガ
流
域
の
モ
ル
ド
ヴ
ィ
ン
や
チ

ェ
レ
ミ
ン
族
は
チ

ュ
ル
ク
系
の
タ

タ
ー
ル
、
チ

ュ
バ

ッ
シ
族
と
似
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、

サ
モ
イ

ェ
ー
ド
は

ツ
ン
グ
ー
ス
等
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
的
特
徴

が
著
し
い
。

一
方
、
民
族
学
的
に
見
た
場
合
、
こ
れ
ら
諸
民
族
の
生
業
は
、
農
耕

・
酪
農
、
遊
牧
、
狩
猟

・
採
集
と
異

な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
衣
装
、
住
居
か
ら
社
会
制
度
、
口
頭
伝
承
、
信
仰
に
い
た
る
ま
で
実
に
多
様
で
、
共
通
の
祖

語
時
代
か
ら
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
数
少

い
。
こ
の
よ
う
な
文
化
事
象
の
場
合
は
、
共
通
し
て
い

て
も

む

し

ろ
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
環
境
や
伝
播

に
よ
る

一
致
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
言
語
的
に
は
、
同
じ
系

譜
を
継
い
で
い
て
も
人
種
的
、
文
化
的
に
は
非
常
に
異
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
逆
に
、
こ
れ
ら
が
似
て
い
て
も

言
語
の
系
統
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ウ
ラ
ル
語
族
に
属
す
る
諸
語
に
お
い
て
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
言
語
は
変
ら
ず
に
系
統
が

一
目
で
判
明
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
音
は
も
ち
ろ
ん
、
語
の
意
味

や
形
も
変
り
う
る
。
ま
た
、
文
化
の
発
展
と
と
も
に
、
新
し
い
語
が
造
ら
れ
、
外
部
か
ら
も
文
化
語
が
も
た
ら
さ
れ
る

一
方
で
、
忘
れ
去
ら
れ
消
え
て
ゆ
く
こ
と
ば
も
あ
る
。
し
か
し
、
言
語
の
変
化
は
後
で
み
る
よ
う
に
、
比
較
的
規
則
に

近
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
容
易
に
変
化
し
に
く
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
系
で
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
音
変
化
の
規
則
性
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、
い
わ
ゆ
る
基
本
語
彙
と
い
わ
れ
る
も
の

に
は
、
変
化
は
及
び
に
く
い
。
こ
れ
ら
、
音
変
化
の
順
や
、
共
通
す
る
基
本
語
彙
の
数
や
内
容
を
調
査
し
、
近
い
言
語

を
ま
と
め
て
ゆ
く
な
か
で
、
次
第
に
分
裂
し
て
き
た
言
語
共
同
体
各
時
代
の
民
族
学
的
状
況
を
予
想
で
き
る
場
合
さ
え

あ
る
。
現
在
の
ウ
ラ
ル
諸
語
に
共
通
す
る
語
彙
に
よ
り
ウ
ラ
ル
祖
語
時
代
に
は
、
次
の
よ
う
な
生
活
を
お
く
っ
て
い
た

と
考
、兄
ら
れ
て
い
る
。

人
々
は

「魚
」

の

「糊
」
で

「木
」
を
貼
り
合
せ
た

「弓
」

に

「筋
」
を
張
り
、

「矢
」
を
射

..
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フ

ィ
ン
ラ
ン
ド

の
言
語
学
者
、

民
族
学
岩

で
、

ウ
ラ
ル
比
較

言
語

学

の
基
礎

を
築

い
た
。

一
八
三
八

ー

四
八
年

に
ラ

ッ
プ

か
ら
シ
ベ
リ

ア
に
か
け
て
踏
査
し
、
ウ
ラ

ル
系

や
ア

ル
タ
イ
諸
民
族

の
言
甑
㎎
・
民

族
誌
資
料
を
収
集
し
た
o
こ
れ
ら

を
元

に
し
た
ジ

リ

エ
ー
ン
、

チ

ェ

レ
、ミ
シ
語

の
記
述
文
法
や

サ
モ
イ

ェ
ー
ド
諸
語

の
莫
大
な
比
較
文
法

が
あ

る
。

て
獲

物

を

「獲

っ
」

た
。

獲

物

は

「
荷

櫨

」

に
乗

せ

「
犬
」

に
引

か

せ
た

。
着

物

は

「
骨

」

の

「
太

針

」

で

「皮

」

を

縫

っ
て
作

っ
た
。

そ

し

て
、

社

会

は

「
父
」
、

「
母

」
、

「嫁

」
、

「婿

」

「
伯

父
」
、

「
義
姉

」

な
ど

を

含

む
強

い
血
縁

関

係

の
う

え

に
成

り

立

っ
て

い
た

。

ま

た
借

用

語

も

同

様

に
重

要

で
、

外

部

民

族

と

の
接

触

の
時

代

、

接

触

の
程
度

に

つ
い

て

の
情
報

を
与

え

る

こ
と

が

あ

る
。

例

え

ば

、

古

代

ゲ

ル

マ

ン
語

と
思

わ

れ

る

借

用
語

は
、

バ

ル

ト
海

沿
岸

の

フ

ィ
ン

系

民

族

(
フ

ィ

ン
人

、

エ
ス

ト

ニ
ア
人
、

カ

レ

リ

ア
人

)
の
言

語

に
多

く

と

り

入
れ

ら
れ

て

い
る
が

、

こ

れ

ら

は
、

「
オ

ー

ト
麦

」

「
カ

ラ

ス
麦
」

「
堆

肥

」

「
畑
」

「
土

」

「
チ

ー
ズ

」

等

高

度

な
有

畜

農

業

を

学

ん
だ

証

拠

で
あ

り
、

「鉄

」

「
銅
」

「
錫

」

「
釘

」

「
針

」

「
錐

」

「
鍛

冶

場

」

な

ど

一
段

と
進

ん
だ

技

術

や

道

具

を

と

り

入
れ

た
と

思

わ

れ

る
。

そ

し

て
、

「
王
」

「
王

侯

」

「
権

力

」

「
統

治

」

「
判

決

」

「人

質

」

「商

い
」

「
ポ

ン
ド
」

な
ど

に
よ

り

、

政

治
、

経
済

の
面

で
も

大

き

い
影
響

を

こ
う

む

っ
た

こ
と

が
窺

い
知

れ

る
。
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夏

　

さ

て
、

話

を
元

に
戻

す

と

、
こ

の
よ

う

に

し

て
、
祖

語

か
ら

分

裂

発

展

し

て
き

た

ウ

ラ

ル
諸

語

の
う

ち
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
話

さ

れ

る
も

の

に

つ
い
て

は
、

十

八
世

紀

初

頭

か
ら
親

縁

関

係

が

あ

る

ら

し

い
こ

と
が

知

ら

れ

て

い
た
。

そ

し

て
十

八

世
紀

末

に

は
、

ハ
ン
ガ

リ

ー

人

の

シ

ャ
イ

ノ
ヴ

ィ

ヅ
チ

(冨

ロ
o
。。
ω
9
甘
o
ユ
8
)

が

ハ
ン

ガ
リ

ー

語

と

ラ

ッ
プ

語

を

形

態

素

の
比
較

に

よ

り

同
語

族

に
属

す

る

こ
と

を

明

ら

か

に
し

、

ジ

ャ

ル

マ
チ

(
ω
餅
日
器

一
〇
《
碧
ヨ
讐
ぼ
)

は
ほ

と

ん

ど

の

ウ

ラ

ル
諸

語

の
親

縁

関

係

を

語

形
変

化

の
比

較

に
よ

っ
て

示

し

た
。

す

で

に
十
九

世
紀

初

頭

に
ウ

ラ

ル
語

族

は
比

較

言

語

学

に
お

い
て
、

印

欧

語

族

よ

り
有

名

で
あ

っ
た
と

い
わ
れ

る
。

そ

し

て
世
紀

半

ば

に

は
、

余

り

知

ら

れ

て

い
な

か

っ
た
東

の
同

系
諸

語

に

つ
い

て

の
調

査
が

、

カ

ス

ト

レ

ン

(ζ

。
〉
.
9

ωq
曾

)

や

レ
グ

リ

(》
三
巴

知
①
σq
巳
《
)

ら

に

よ

っ
て
行

わ

れ

、

比
較

ウ

ラ

ル
語

学

は

飛

躍

的

に
発

展

を

遂

げ

た
。



系
統
と
類
型

表1

ブ イン語

talvi「 冬 」

veri「 血 」

mene-'行 く」

エ ス トニ ア語

talv

1　 veri
O

mine一

ラ ップ語

talvi

varra

manna

ハ ン ガ リー語

t創

v駻

men一

ボグル語

taal

�r

mεn一

表2

ブ イン 語

kasi「 手 」

ken「 だ れ 」

kala「 魚 」

kolme「 三 」

エ ス トニア 語

kasi

kes

kala

kolm

ラ ヅプ語

kiehta

●-k

kuolli

kolbma

ハ ン ガ リ0語

k騷

ki

hal

h穩om

表3

ブ イン語

syb「 食 う」

0

sappi「 脾 臓 」

ハ ン ガ リー 語

eszik

epe

ボグル語

t稻

t駱

表4

所格 ㌔a～ 磁

フ ィン語pyha-na「 祝 日に」,　cuoihkka-n「 蚊 の 季節 に」

ハ ン ガ リ0語t�1-en「 冬 に」,ボ グル語taal-na「 冬 に 」

複数要素*t

フ ィ ン 語kala-t「 魚(複)」,ラ ッ プ 語kuoli-tボ グ ル 語hu1-t

1人 称単数所有接辞*ma～me

フ ィ ン 語kalani〈*kala-n-mi,ラ ッ プ 語kuolla-m

ハ ン ガ リ0語hala-m「 私 の 魚 」

IOI

ま

ず
、

こ

れ

ら
諸

語

に
は

、
表

1

に
あ

る

よ
う

に
、

同

一
の
起

源

を
持

つ
と

み
ら

れ

る

語
が

多

く

存

在

す

る
。

こ

の

次
に
ウ
ラ
ル
語
を
例
に
と

っ
て
言
語
の
親
縁
関
係
証
明
の
手
順
を
示
す
こ
と
に
す
る
。



よ
う
な
対
応
関
係
に
あ
る
語
彙
は
、
も
ち
ろ
ん
系
統
上
近
い
場
合
ほ
ど
多

い
。

フ
ィ
ン
語
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
は
異
な
る

語
派
に
属
し
、
は
な
れ
て
い
る
が
、
対
応
す
る
語
は

一
五
〇
は
あ
る
と
い
わ
れ
る
(-
)。
し
か
し
重
要
な
の
は
数
よ
り
む

し
ろ
対
応
す
る
と
み
ら
れ
る
語
の
質
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
異
系
統
の
言
語
の
間
で
も
語
彙
が
や
り
と
り
さ
れ
る
の
は

珍
し
く
な
く
、
た
と
え
ば
、
フ
ィ
ン
語
に
あ
る
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
語
か
ら
の
借
用
語
の
数
は

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
と
の
対
応
語

の
何
倍
に
も
達
す
る
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
、
自
然
現
象
、
親
族
、
動
、
植
物
、
身
体
部
位
名
や
原
始
的
生
活
様
式
、
社

会
組
織
な
ど
を
指
す
語
彙
お
よ
び
代
名
詞
、
数
詞
、
基
本
動
作
を
表
す
動
詞
な
ど
は
変
り
に
く
い
と
さ
れ
、
比
較
語
彙

選
択
の
た
め
の
目
安
と
さ
れ
る
。

ま
た
、

言
語
間
の
親
縁

関
係
を
証
明
す
る
に
は
、

語
が
単
に
似
て
い
る
と
い
う
よ

り
、
そ
こ
に
現
わ
れ
る
音
の
間
に
規
則
的
な
対
応
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
縁
関
係
が
遠
い
場
合
に
は
む
し
ろ
異
な

っ
て
い
て
あ
た
り
ま
え
で
、
そ
れ
で
も
規
則
的
対
応
を
見
つ
け
る
こ
と
が
き
め
て
に
な
る
。
次
の
表
2
で
は
、
明
ら
か
に

フ
ィ
ン
語
、
ラ
ッ
プ
語
の
k
は

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
k
や
h
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ィ
ン
語
で
前
母
音
が
続
く

場
合
は
k
、
後
母
音
が
続
く
場
合
は
、
h
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
次
の
例

(表
3
)
の
よ
う
に

一
見

同
起
源
と
は
思
え
な
い
も
の
も
、
複
数
の
類
例
に
よ
り
対
応
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
比
較
法
に
よ
り
、

語
頭
は
、
フ
ィ
ン

・
ウ
ゴ
ル
祖
語
に
お
い
て
㌔
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
音
の
変
化
に
加
え
、
意
味
や
品
詞
の
ク
ラ
ス
が
変

っ
て
い
る
可
能

性

も

考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
意
味
の
異
な
る
語
を
扱
う
場
合
、
音
対
応

の
規
則
性
を
立
証
す
る
た
め
に
、
本
来
異
な

る
語
ま
で
恣
意
的
に
取
り
込
ん
で
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
誤

っ
た
系
統
説
の
原
因
の
多
く
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
音
韻
対
応
を
示
す
基
本
語
彙
は
、
親
縁
関
係
の
証
明
に
は
有
力
な
も
の
で
あ
る
が
、そ
れ
に
劣
ら
ず
重
要
視
さ
れ
る
も

IO2



系
統
と
類
型

の
に
文
法
的
形
態
素
の

一
致
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
動
詞
や
名
詞
な
ど
が
文
法
範
疇
の
選
択
で
変
化
す
る
部
分
は
個

々
の

単
語
と
は
異
な
り
、
非
自
律
的
要
素
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
言
語
の
構
造
と
結
び
つ
い
て
い
て
、
変
り
に
く

い
と
い

え
る
。
ウ
ラ
ル
系
諸
語
は
、
形
態
論
的
性
格
と
し
て
は
、

一
般
に
膠
着
的
で
あ
り
、
接
辞
や
語
尾
は
語
幹
に
接
続
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
、

名
詞
変
化
の
範
疇
に
は
格
、

数
に
加
え
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、

所
有
人
称
変
化
が
あ
る
。

し
か

し
、
印
欧
語
に
あ
る
よ
う
な
性
の
範
疇
は
欠
如
し
て
い
る
。
文
法
的
形
態
素
は
、
系
統
上
遠
い
場
合
、
表
面
上

一
致
し

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
ウ
ラ
ル
祖
語
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
も
の
は
、
何
ら
か
の
形
で
ほ
と
ん
ど
の
言
語
に
保
存
さ

れ
て
い
る
(表
4
)。
ま
た
形
態
素
の
文
法
的
意
味
は
変
化
し
て
も
、
語
の
形
態
論
的
構
造
は
、
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

　
と
は
言

っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
構
造
的
特
徴
が
似
て
い
る
だ
け
で
は
、
親
縁
関
係
の
決
め
て
に
は
な
ら
な
い
。
構
造

も
変
り
う
る
の
で
あ
る
。
同
じ
ウ
ラ
ル
系
に
属
し
な
が
ら
、
東
の
オ
ス
チ
ャ
ー
ク
語
は
述
語
動
詞
が
文
末
に
来
る
語
順

を
保
存
し
て
い
る
の
に
対
し
、
西
の
フ
ィ
ン
語
で
は
、
周
囲
の
印
欧
語
と
同
じ
く
、
目
的
語
や
副
詞
の
前
に
現
わ
れ
る

の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
、
上
に
述
べ
た
所
有
人
称
語
尾
は
、

フ
ィ
ン
語
に
非
常
に
近
い
エ
ス
ト

ニ
ァ
語
で
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

(フ
ィ
ン
)
ミ
ミ
§

ぎ
智
ー
ミ

「私
の
魚
」

(
エ
ス
ト
ニ
ア
)
ミ
§

ぎ
ミ

一
方
、
次
の
ハ
ン
ガ
リ

ー
語
と
ト
ル
コ
語
の
形
態
論
的
構
造
は
驚
く
ほ
ど
似
て
い
る
が
、
こ
れ
で
親
縁
関
係
の
証
拠
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
(
ハ
ン
ガ
リ
ー
)
隷
慈
ミ
ミ
N
「私
の
家
か
ら
」
"
ひ
蕊

「家
」
人
亀
)ミ

「私
の
」、
占
ミ

「～
か
ら
」

　
　
(
ト
ル
コ
)
塁
§
概
§

「私
の
家
か
ら
」
"
ミ

「家
」、
人
艦)
ミ

「私
の
」
、
糺
§

「～
か
ら
」

　

こ
の
よ
う
な
形
態
、
統
辞
的
構
造
の
特
徴
は
、
む
し
ろ
類
型
論
の
扱
う
問
題
で
、
系
統
論
と
は
区
別
し
て
お
か
ね
ば

io3



な
ら
な
い
。
し
か
し
、
語
彙
、
形
態
素
や
音
韻
の
対
応
が
十
分
見
ら
れ
な
い
場
合
、
系
統
関
係
の
論
議
に
よ
く
と
り
あ

げ
ら
れ
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
ト
ロ
ベ
ツ
コ
イ

(Z
●〉
.
日
δ
⊆
げ
Φ臼
ぎ
く
)
は
、
語
彙
や
形
態
素
の
対
応
よ
り

む
し
ろ
重
要
な
も
の
と
し
て
、
印
欧
語
の
類
型
的
特
徴
を
六
項
目
あ
げ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
ウ
ラ
ル
諸
語
に
お
い
て

も
・

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
い
く
つ
か
あ
げ
る
こ
と
か
で
き
、
系
譜
関
係
の
傍
証
と
し
て
の
価
値
は
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
多
面
的
な
比
較
研
究
の
結
果
、

同
じ
祖
語
か
ら
分
裂
し
た
言
語
の
親

縁

性

が
証
明
さ
れ
、
さ
ら
に
上

位
、
下
位
や
近
遠
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
系
統
が
確
立
さ
れ
て
い
く
と
い
え
る
。
し
か
し
、

一
般
に
こ
う
し
た
系
統
は

下
位
言
語
の
近
い
も
の
か
ら
理
路
…整
然
と
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
む
し
ろ
ま
れ
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
比
較
研
究
の
緻
密

化
や
説
の
修
正
が
く
り
返
え
さ
れ
な
が
ら
、
下
位
言
語
の
分
類
と
整
理
が
行
な
わ
れ
、
上
位
の
分
枝
点
に
あ
る
言
語

へ

と
進
む
の
が
普
通
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

系
統
関
係
が
確
立
さ
れ
た
場
合
、

そ
れ
は
図
式
的
に
、

系
統
樹
や
系
譜
図
の
形
で
表
わ
さ
れ
る
が
、

(図
1
参
照
)

図
の
暗
示
す
る
よ
う
に
、
言
語
が
祖
語
か
ら
分
裂
し
た
あ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
完
全
に
独
立
し
、
発
展
分
裂
を
く
り
返
す

と
い
う
仮
説
の
上
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
説
に
対
し
、
シ

ュ
ミ
ッ
ト

(冒
訂
p
昌
。。・
ω
。ゴ
巳

,

昏
)
は
、
言
語
の
変
化
と
は
、
そ
の
い
く

つ
か
の
中
心
か
ら
外
縁
に
向

っ
て
波
の
輪
の
よ
う
に
進
む
と
い
う
波
動
説
を

唱
え
た
。
そ
し
て
分
裂
し
た
あ
と
も
、
そ
の
輪
の
重
り
合
う
範
囲
で
周
囲
の
言
語
と
影
響
を
及
ぼ
し
合
い
、
相
互
に
類

似
点
を
示
す
と
主
張
し
た
。
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バ

ル
カ
ン
言
難
贈連
合

　
ギ
リ
シ

ァ
語
、ブ

ル
ガ
リ
ア
語
、

ル
ー
マ
ニ
ア
語
、

ア
ル
バ

ニ
ア
語

な
ど

は
名
詞
の
あ

と
に
後
置
さ
れ

る
定
冠
詞
が
発
達

し
て
い
る

こ
と

な
ど
、
周
囲

の
諸
語
と
は
異
る
共

通
点
を

い
く

つ
か
も

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

バ
ル
カ
ン
半
島

で
、

こ

れ
ら
の
言
語
が
長
期

に
亙
り
相
互

影
響
、
干
渉

し
あ

っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。

グ

リ
ー
ン
パ
ー
グ
　
(匂
o器
h

=
.

　
O
話
①昌
げ
臼
αq

冗
一五～
)

　

ア
メ
リ

カ
の
言
語
学
者
、
人
類

学
者
、

ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
人

類
学
科
教
授
。
言
語
を
人
間

の
文

化

と
い
う
広

い
視
野
で
と
ら
え
よ

う
と
す
る

ア
メ
リ

カ
人
類
言
語
学

の
系
譜
を
継
ぐ
。
言
語

の
種

々
の

類
型

の
中

に
人
類
言
語

の
普
遍
性

を
探
求
し
、

こ
れ
に
関
す
る
編
著

作
が
多

い
。

系
統

と
類
型

ボグル語ハンガ リー語ジ リェーン語
オスチャー ク語ボチャーク語

モル ドヴィン語
チェレ ミシ語

北サ モイエー ド諸語

,南サモイエー ド諸語

　　 ブイン語
エス トニア語'

　　　　な ど

サモ イエー ド祖語
ラップ語諸方言

ウラル祖語

図1　 ウラル語族の系統樹

　
波
動
説
は
、
系
統
樹
説
の
言
語
が
機
械
的
に
分
裂
を
く
り
返
す
と
い

う
主
張
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
た
、
言
語
の

相
互
接
触
に
よ
る
影
響
と
い
う
概
念
は
必
ず
し
も
系
統
分
類
と
対
立
す

る
も
の
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、

親
縁
関
係
と

は

全
く
か
か
わ
り
な

く
、
言
語
が
長
期
間
深
い
接
触
を
続
け
る
と
、
そ
れ
ら
の
間
に
、
複
数

の
類
似
要
素
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
言
語
が
こ
の
よ
う
に
地
域

的
に
相
互
間
で
特
微
を
共
有
す
る
場
合
、

言
語
連
合

(ω
箕
鋤9
げ
⊆巳
)

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
良
く
知
ら
れ
た
の
は
、

バ

ル
カ
ン
言

語
連
合

(あ
る
い
は
言
語
群
)

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
印
欧
語
で
も
異
な
る
語
派
に
属
す
る
ア
ル
バ

ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー

マ
ニ
ア
そ
し
て
ギ
リ
シ
ャ
語
が
周
囲
の
言

語
と
は
区
別
さ
れ
る
共
通
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
と
、

い
く
ぶ

ん
類
似
し
た
現
象
は
ウ
ラ
ル
諸
語
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。

フ
ィ
ン
語
や

エ
ス
ト
ニ
ア
語
な
ど
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
諸
語
は
複
合
時
制
や
接
続
詞
の

用
法
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
と
の
類
似
性
を
も

っ
て
い

る
。
ま
た
、
ボ
ル
ガ
中
流
で
話
さ
れ
る
チ

ェ
レ
ミ
シ
語
に
は
、
多
く
の

チ

ュ
バ

ヅ
シ
語
や
タ
タ
ー
ル
語
の
借
用
語
が
あ
る
ほ
か
、
格
の
用
法
、
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A

・
W

・
シ

ュ
レ
ー
ゲ
ル
(ぎ

α・
-

　

ロ
。。一
≦
-出
『
巴
目

く8

ω
o竃
oσq
色

　

一七六
七～

天
四五
)

　

ド
イ

ッ
ロ
ー

マ
ン

派

の

文

学

者
、
言
語
学
者
。
ボ

ン
大
学

で
イ

ン
ド
学
教
授

と
し
て
活
躍
。
弟

の

フ
リ
ー

ド

リ

ヅ

ヒ

(舅
ユ
巴
訂
ず

く
9ψ

一七
七
二～

天
二九
)
も
文
学
者
、

比
較
言
語
学
者
と
し
て
有
名
。

プ

リ

ー
ド
リ

ッ
ヒ
は
兄
よ
り
先

に
、

言
語
を
屈
折
型
と
そ
う
で
な

い
も

の
に
二
大
分
類
を
試
み
た
。

フ
ン
ボ

ル
ト
　
(老
く
凱
ゴ
色
ヨ

〈
O嵩

　
=
=
ヨ
8
搾

毛
六七
～

天
三五)

　
思
想
家
、
プ

ロ
イ

セ
ン
の
政
治

家

と
し
て
活
躍
し
、
後
年
は
言
語

学

者
と
し
て
名
高

い
。
当
時
ド
イ

ツ
で
主
流

で
あ

っ
た
印
欧
比
較

言

語

学
に
合

せ
ず
、
広
汎

に
種

々
の

言

語
を
研
究

し
、
言
語

の
本
質
を

追

求
し
た
。
彼

の
主
張
し
た
言
語

と
民
族
性

に
関
す
る
説
は
後

の
新

フ
ン
ボ
ル
ト
学
派

に
引
き
継
が
れ

て

い
る
。

時
制
の
体
系
、
副
動
詞
表
現
の
豊
富
さ
な
ど
こ
れ
ら
の
言
語
と
共
通
す
る
点
が
多
い
。

　
こ
の
分
類
も
系
統
分
類
と
同
様
に
、
歴
史
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ

(旨o
鴇
喜

O
冨
o昌
げ
①お
)
の
昌}自

う
よ
う
に
、
系
統
分
類
で
は
正
し
い
分
類
は
理
論
的
に
言

っ
て
、

一
つ
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
場
合
で
は
恣
意
的
要

素
が
介
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
(2
)。

つ
ま
り
、
必
ず
し
も
、
一
つ
の
分
類
に
お
さ
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
ず
、
分
類

の
尺
度
と
す
る
特
徴
の
種
類
と
量
、
更
に
、
地
域
的
に
ど
の
範
囲
ま
で
含
め
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、

類
似
性
の
判
断
の
基
準
で
あ
る
。

一
般
に
語
は
借
用
さ
れ
や
す
く
、

全

体

に

及
ぶ
構
造
や
形
式
は
影
響
を
受
け
に
く

い
。
ま
た
表
面
的
に
は
類
似
し
て
い
て
も
、
固
有
の
特
徴
は
保
存
し
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
フ
ィ
ン

語
で
は
、
統
辞
的
に
は
周
囲
の
印
欧
語
に
似
た
語
順
を
も
つ
が
、
形
態
構
造
は
固
有
の
も
の
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、

後
置
詞
表
現
に
加
え
、
前
置
詞
表
現
を
発
達
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
前
置
詞
に
は
、
名
詞
の
格
機
能
を
補
う
副

詞
的
性
格
が
見
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
ウ
ラ
ル
諸
語

に
は
ロ
シ
ア
語
か
ら
文
を
結
ぶ
等
位
接
続
詞
.多
が
入

っ
て

い
る
が
、
節
頭
の
接
続
詞
を
も
た
ず
、
前
の
節
の
最
後
の
語
に
後
接
辞
を
つ
け
て
表
現
す
る
の
が

一
般
的
で
あ

っ
た
た

め
、
・z
は
最
後
の
語

の
一
部
と
し
て
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
た
が

っ
て
、
完
全
に
接
続
詞
と
し
て
は
定
着
し
て

い
な
い
と
い
え
よ
う
o

類

型

分

類

　
上
の
二
つ
の
分
類
法
は
歴
史
的
由
来
に
よ
る
類
似
性
を
基
準

に
し
た
も
の
で
あ
り
、
言
語
間
に
何
ら
か
の
接
点
の
あ

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
言
語
間
に
全
く
接
点
を
有
さ
ぬ
場
合
で
も
類
似
性
が
見
ら
れ
る
場
合
が
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「本 」 könyv「豪」ház表5ハ ンガリ0語

複 数単 数複 数単 数

könyv-ek 

könyv-ek-et 

 könyv-ek-ben 

 könyv-ek-bõl

könyv 

könyv-et 

könyv-ben 

könyv-böl

主格

対格

内格

出格

ház-ak 

ház-ak-at 

ház-ak-ban 

ház-ak-ból

ház 

ház-at 

ház-ban 

ház-ból

主格

対格

内格

出格

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
類
似
は
種
々
の
レ
ベ
ル
で
お
こ
り
う
る
が
、
初
期
の
類
型
分
類
の
対
象
と
な

っ
た
の
は
、
形
態
論

的
構
造
の
類
似
性
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
当
時
の
類
型
論
は
、
言
語
を
あ
る
基
準
に
従

っ
て
全
体
的

に
い
く

つ
か

の
タ
イ
プ
に
割
り
当
て
て
し
ま
う
こ
と
に
関
心
が
あ

っ
た
こ
と
で
、
そ
の
基
準
と
し
て
、
形
態
論
的
構
造
が
選
ば
れ
る

の
に
理
論
的
根
拠
が
特

に
あ

っ
た
と
は
い
え
な
い
(3
)。

　
十
九
世
紀
初
頭
、
A

・
W

・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル

(〉
●ミ

・
ω
。匡
①αq①
一)
は
、
言
語
を
、
今
日

一
般
的
な
用
語
で
い
う
と
、

孤
立
語
、
膠
着
語
、
屈
折
語
に
分
類
し
、

フ
ン
ボ
ル
ト

(≦
、二
冨
ぎ

く
o
口
出
鋸
ヨ
びo
匡
樽)
は
、
さ
ら
に
抱
合
語
を

つ
け

加
え
、
類
型
分
類
で
古
典
的
な
四
分
法
の
基
礎
を
築
い
た
。

　
孤
立
語
と
は
、
語
が

一
つ
の
形
態
素
の
み
で
成
立
し
、
動
詞
の
活
用
や
名
詞
の
曲
用
な
ど
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
文
法
的
意
味
や
関
係
は
、
語
順
や
独
立
し
た
語
に
よ

っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
中
国
語
や
ベ
ト
ナ
ム
語

が
属
す
る
。

　
膠
着
語
で
は
、
語
は
複
数
の
境
界
の
明
瞭
な
形
態
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
派
生
意
味
や
文
法
意
味

・
関
係

を
示
す
要
素
は
こ
の
よ
う
な
語
幹

に
接
続
さ
れ
る
接
辞
に
よ

っ
て
表
わ
さ
れ
る
が
、
接
辞
の
異
形
は
せ
い
ぜ

い
自
動
的

音
変
化
に
よ
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
接
辞
の
異
要
素
は

一
般
に
意
味
や
関
係
と

一
対

一
の

対
応
を
す
る
。
ウ
ラ
ル
諸
語
や
い
わ
ゆ
る
ア
ル
タ
イ
諸
語
は
こ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
(表
5
参
照
)

　
屈
折
語
の
特
徴
は
語
幹
内
で
の
音
交
替
や
、
語
幹
と
分
離
の
困
難
な
語
尾
に
よ
り
、
活
用
や
曲
用
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
あ
る
。
加
え
て
、

一
つ
の
形
態
素
が
複
数
の
文
法
範
疇
を
内
包
し
て
い
る
場
合
が
多

い
。
表
6
に
示
し
た
古
代
ノ

ル
ド
語

の
名
詞
変
化
表
か
ら
格
、
性
、
数
の
要
素
を
語
幹
か
ら
分
離
し
と
り
出
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。
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　 表6古 代 ノル ド語
「男」(男 性 名詞)ey「 島」(女 性名詞)

単 数1複 数

eyjar 

eyjar 

eyja 

eyjum

ey 

ey 

eyjar 

eyju

 mar

単 数1複 数

menn 

menn 

manna 

monnum

 mahr 

mann 

manns 

manni

 

格

格

格

格

主

対

属

与

　
最
後
の
抱
合
語
で
は
、
一
語
中
に

一
つ
の
語
幹
要
素
と
文
法
範
疇
を
示
す
要
素
が
多
く
含
ま
れ
、文
に
相
当
す
る
内
容

を
表
現
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
し
ば
し
ば
こ
の
用
語
は
輯
合
語
と
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
カ
ム
リ
(しd
興
p
鐙
鎚

O
oヨ
ユ
o)
は
後
者
は
、

一
語
に
複
数
の
語
幹
要
素
を
と
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
言
語
で
あ
り
、

抱

合
語
の

一
種
で
あ

る
と
す
る
(3
)。

　
今
世
紀
初
め
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
形
態
的
類
型
は
孤
立
↓
膠
着
↓
屈
折
語
と
進
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
り
、
言

語
共
同
体
の
社
会
的

・
文
化
的
発
展
段
階
や
精
神

・
心
理
特
性
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ

っ
た
。
こ
こ
に
は
、
明

ら
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
や
機
械
的
進
化
論
が
背
景
と
な

っ
て
い
る
。

　
や
が
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
形
態
素
の
結
合
の
仕
方
を
基
準
に
し
た
類
型

の
三
な
い
し
四
分
法
で
は
、
と
う
て
い
諸

言
語
を
適
切
に
分
類
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
こ
と
が
認
識
さ
れ
始
め
た
。

つ
ま
り
、　
一
つ
の
タ
イ
プ

に
属
す
る
と
さ
れ

て
き
た
言
語
間
の
差
異
は
非
常
に
大
き
い
う
え
、

一
つ
の
タ
イ
プ
の
性

質

を

純

粋
に
示
す
言
語
も
存
在
し
な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
が
、
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
の
言
語
や
文
化
と
接
し
、
そ
れ
ら
の
驚
く
べ

き
多
様
性
を
示
し
機
械
的
進
化
論
が
こ
れ
ら
の
解
釈
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て

い
る
。
サ
ピ
ア

(国
畠
毛
碧
住

ω
巷
ε

は
そ
の
著
書

『
言
語
』
の
中
で
新
し
い
類
型
分
類
を
試
み
て
い
る
(4
)。
彼
は
言

語
の
特
性
は
語
の
構
造
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
た
め
形
態
論
的
分
類
の
枠
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
分
類

の
基
準
を
三

つ
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
に
よ
り
精
緻
な
特
徴
付
け
を
試
み
た
。
そ
れ
ら

の
基
準
は
、
言
語
の
要
素
が
担
う
概
念
の
種
類

(1
ー
基
本
概
念
、
H
i
派
生
概
念
、
皿
-
具
体
的
関
係
概
念
、
W
1
・

純
粋
関
係
概
念
)、
語
を
構
成
す
る
要
素
の
総
合
度

(分
析
的
、
総
合
的
、
抱
合
的
)、
お
よ
び
要
素
を
結
合
す
る
手
法
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系
統
と
類
型

(
a
孤
立
、
b
膠
着
、

c
融
合
、
d
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
)
で
あ
る
。　
こ
の
分
類
に
よ
る
と
、

英
語
は
、
1
、
E
、
皿
、
W

を
担
う
要
素
が
存
在
す
る
複
雑
混
合
的
言
語
で
、
豆
は
c
、
皿
は
c
と
d
、
W
は
a
の
手
法
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
。

そ
し
て
全
体
と
し
て
、
手
法
で
は
融
合
的
で
、
総
合
度
で
は
分
析
的
な
言
語
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
サ
ピ
ア
の
類
型
分
類
は
言
語
間
の
形
態
的
差
違
を
明
示
し
、
ま
た
同
じ
系
統
に
属
す
る
言
語
が
類
型
的
に
い
か
に
隔

り
う
る
か
を
具
体
的
に
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。

の
ち
グ
リ
ー
ン
バ

ー
グ
は

(
一九
六〇
)、

サ
ピ
ア
の
分
類
に
用
い
た
基
準

が
あ
い
ま
い
で
、
主
観
的
で
あ

っ
た
た
め
、
五
つ
に
細
分
化
し
た
基
準

(ω
総
合
性
、
②
手
法
、
③
派
生
と
語
形
変
化
、

㈲
語
根
に
対
す
る
接
辞
の
比
率
、
㈲
文
中
の
語
の
相
互
関
係
)
を

一
〇
種
の
指

数

で
数
的
に
示
そ
う
と
し
た
(5
)。
た

と
え
ば
、
手
法
は
膠
着
度
の
指
数
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
膠
着
的
構
成
の
数
を
形
態
素

の
境
界
の
数
で
割

る
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
指
数
が
○

・
五
以
下
の
場
合
は
融
合
的
、
○

・
五
ー

一
は
膠
着
的
と
さ

れ
る
が
、
融
合
的
と
い
わ
れ
る
英
語
は
○

・
三
、
膠
着
的
と
さ
れ
る
ヤ
ク
ー
ト
語
で
は
、
○

・
五

一
と
な
る
。

こ
の
方

法
論
を
ウ
ラ
ル
語
に
適
用
し
た

コ
ル
ホ
ネ
ン

(ζ
降
ぎ

国
o夢
o
昌
①口
)
に
よ
れ
ば
、
膠
着
的
と
言
わ
れ
る
に
も
拘
わ
ら

ず
フ
ィ
ン
語
○

・
二
五
、
モ
ル
ド
ヴ
ィ
ン
語
○

・
二
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
○

・
三
七
、
ラ
ッ
プ
語
○

・
〇

一
と
な
る
。

　
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
の
方
法
に
よ
り
そ
れ
ま
で
の
類
型
分
類
は
行
き
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
行
き
つ
い
た
と
い
え
る
が
、
言

語
の
全
体
構
造
と
し
て
の
統
辞
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
払
わ
ず
、
形
態
を
中
心
に
し
て
い
る
点
で
サ
ピ
ア
の
そ
れ
と
根

本
的
に
変

っ
て
は
い
な
い
。
類
型
基
準
の
複
雑
化
は
、
必
ず
し
も
言
語
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
は
い
え
な
い
。

　
こ
の
意
味
で
、
同
じ
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
の

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
研
究

(
王
六
六)
は
画
期
的
で
あ

っ
た
(6
)。
彼
は
そ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
系
統
論
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
語
順
な
ど
統
辞

レ
ベ
ル
の
特
微
を
類
型
学
に
と
り
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込
ん
だ
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
個
々
の
言
語
の
差
違
を
強
調
し
、
特
定
の
タ
イ
プ

に
分
類
し
て
し
ま
う
こ
と
に
関
心

の
あ

っ
た
類
型
学
を
む
し
ろ
差
違
の
中
に
法
則
性
を
見
つ
け
、
言
語

一
般
の
本
質
を
探
ろ
う
と
す
る
普
遍
論
に
近
づ
け

た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
彼
は
、
主
語
㈲
、
述
語
⑯
、
目
的
語
◎

の
語
順
と
、
他
の
有
意
味
素
間
の
現
わ
れ
方
の
間
に
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と

に
注
目
し
、
き
わ
め
て
慎
重
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
含
意
の
法
則
と
し
て
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
た
と
え
ば
、

V
S
O
の
言
語
と
前
置
詞
の
間
、
S
O
V
と
後
置
詞
の
間
に
は
共
起
関
係
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
S
O
V
の
言

語
は

一
般
に
、
名
詞
i
後
置
詞
、
本
動
詞
ー
助
動
詞
、
関
係
節
(句
)
ー
名
詞
、
形
容
詞
ー
名
詞
な
ど
の
語
順
を
も

つ
傾

向
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
ア
ル
タ
イ
諸
語
や
ウ
ラ
ル
語
族
の
う
ち
東
部
に
行
な
わ
れ
る
オ
ス
チ
ャ

ー
ク
語
、
サ
モ
イ

ェ
ー
ド
諸
語
な
ど
に

一
貫
し
て
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
は
言
語
の
あ
る
事
象
に
お
い
て
論
理
的
に
可
能
で
あ
る
す
べ
て
の
バ
リ
ア
ン
ト
を
通
言
語

的
に
集
積
し
て
み
る
と
、
実
際
に
起
る
タ
イ
プ
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
例
え
ば
S
、
0
、
V
、
の
相
対
的

語
順
は
論
理
的
に
は
八
通
り
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
S
O
V
、
S
V
O
が
圧
倒
的
に
多
く
、
V
S
O
が
そ
れ
に
続

き
、
V
O
S
が
わ
ず
か
見
ら
れ
る
他
O
V
S
や
O
S
V
は
め

っ
た
に
現
わ
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
個
々
の
言
語
を
あ
る
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
よ
り
、

む
し
ろ
言
語
の
諸

現

象

を
タ
イ
プ

に
分
類

し
、
そ
の

一
般
化
を
試
み
る
傾
向
は
近
年
、
音
韻
、
形
態
、
統
辞
、
語
彙
の
面
で
広
く
み
ら
れ
る
(7
)。
注
目
す
べ
き
こ

と
に
、
類
型
学
に
よ
り
導
き
出
さ
れ
た

一
般
的
法
則
は
、
言
語
間
の
系
統
関
係
を
仮
定
す
る
際
、
重
要
な
傍
証
と
な
り

う
る
し
、
祖
語
を
再
構
成
す
る
際
に
も
類
型
変
化
に
関
す
る
法
則
は
手
懸
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
も
述
べ
た
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よ
う
に
、
言
語
構
造
は
変
り
う
る
。
し
か
し
、
め
っ
た
や
た
ら
無
規
則
に
は
変
ら
な
い
の
で
あ
る
。
現
在
、
統
辞
類
型

学
の
関
心
の

一
つ
に
、
基
本
語
順
の
変
化
に
関
す
る
法
則
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
、
盛
ん
に
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い

る
(8
)。

　
類
型
学
の
成
果
と
し
て
の
普
遍
論
は
、
か
つ
て
全
く
別
個
の
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
系
統
論
と
類
型
論
を
結
び

つ

け
る
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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